













　一方、1904 年 5 月から開始された朝鮮伝道は 1941 年 6 月、諸教派の合同による日







（ 1 ） 本論文は、日本基督教学会近畿支部会（2010 年 3 月 25 日、神戸松蔭女子学院大学）において発表し、
『神学研究』掲載のため、多少の加筆と訂正を加えたものである。





























ヂスト監督教会である。1873 年 6 月、マクレー（R.S.Maclay）宣教師の来日によって
伝道が開始され、その後、宣教師が次々と来日し教勢が伸展した。そこで 1884 年 8
月に日本年会が組織されて「美以教会｣ と呼称された。次に日本伝道に関わったのは
カナダ・メソヂスト教会である。1873 年 6 月、G. カックランと D. マクドナルド、二
人の宣教師が来日し、以降 1889 年 6 月に日本年会が組織されて「日本メソヂスト教
会｣ と称した。さらに南メソヂスト監督教会の日本宣教は、前述の二教会に比べて時
期的に遅い 1886 年 7 に始められた。J.W. ランバスと O.A. デュークスの来日によって
日本伝道が開始され、その後、1892 年 7 月に「南美以教会｣ と称したのである（3）。
（ 3 ） 一方、1860 年に北米メソヂスト監督教会より分離した自由メソヂスト教会では、1896 年から日本伝









議がなされる。そこで 1891 年に三派連合の機関紙「護教｣ が創刊されるが、監督制
の有無やその権限に関する三派の意見が相違したため、合同にまでは至らなかった。
しかし、一つの日本メソヂスト教会を実現しようとする各教会の努力と日本人の指導









通機関が完備された以降と、1905 年 12 月、京城に統監府が設置される以降には在朝








（ 4 ） 澤田泰紳『日本メソヂスト教会史研究』　日本キリスト教団出版局、2006 年、72-99 頁。
（ 5 ） 京釜線は京城（現在のソウル）と釜山を結ぶ全長 441.7km の鉄道で日本によって 1901 年に着工され
1904 年 12 月 27 日に完工、1905 年に開通された。また京義線は京城と新義州を結ぶ全長 518.5km の
鉄道で 1902 年に着工、1905 年 11 月 5 日に開通された。両鉄道の建設は日露戦争を契機に急進展し
た。
（ 6 ） 『朝鮮伝道』日本美以教会伝道会社、1906 年 4 月、7-8 頁。一方、1905 年以降は旅券不要となるため、
渡航者数をわり出すことはできないが、在留者数の比較によれば、1910 年まで毎年 2-3 万人の人口
増となっている。木村健二『在朝日本人の社会史』未来社、1989 年、11 頁。




























（ 8 ） F. Herron Smith, “Methodist work among the Japanese in Korea,” in: Annual Report of the Board of Foreign 
Mission of the Methodist Episcopal Church, 1914, pp.165-166. 
（ 9 ） 在韓宣教師のスワイヤー（W.C. Swearer）は日露戦争の勃発後、監督モーアや日本年会の両者に書信
を送って、在朝鮮日本人への伝道のために日本人伝道者の派遣を要請している。Ofﬁcial Minutes of 
the Korea Mission of the Methodist Episcopal Church, 1904, pp.16-17.
（10） 『朝鮮伝道』4 頁。
（11） 『護教』663 号、1904 年 4 月 9 日、11 頁。
（12） 『護教』663 号、 12 頁。
（13） 美以教会の内国伝道会社の事業範囲が「内地｣ に限っていたため、規則改正を通して朝鮮伝道に着手
すべきだが、改正案を提出して次の総会でなければ修正が不可能なので内国伝道会社は一年間、事業
を中止することに決定した（『護教』668 号、1904 年 5 月 14 日、14 頁 )。
（14） 『美以教会第 21 回日本年会記録』1904 年、96-97 頁。『朝鮮伝道』4-5 頁によると宣教費は宣教者伝道
俸給額 1 ヵ年分 960 円、旅費 200 円、薪炭及雑費 120 円、役員出張費 100 円で合計 1380 円を策定し






























（15） 『護教』680 号、1904 年 8 月 6 日、6 頁。
（16） 『護教』680 号、6-7 頁。
（17） 兵士たちに配布された雑誌には「軍人の天職｣、「出征軍と基督教｣ などがあり、いずれも日露戦争中
の兵士たちの士気を高め、キリスト教を宣伝するための意図が窺える。『護教』679 号、1904 年 7 月
30 日、11 頁。
（18） 『護教』681 号、1904 年 8 月 13 日、5-6 頁、『護教』688 号、1904 年 10 月 1 日、7-8 頁。






























専念する一方、日露戦争以降の 1905 年 11 月からは平壌及び仁川の日本人居住地を訪
ねて出張伝道も行い、徐々に教勢を伸ばしていった。そこでいよいよ 1906 年 3 月に




　当時、京城教会に信徒が 34 名、求道者が 10 名があり、集会には 20 ～ 30 名ぐらい
の信徒が出席していた（21）。また、木原は同年 10 月には京城、鎮南浦、平壌、黄州の
各地域で大々的に伝道集会を開き、大勢の求道者を得（22）、1907 年 6 月 20 日の朝鮮メ
ソヂスト教会年会に参席した木原は、京城教会に 50 名、平壌及び鎮南浦に 40 名、仁
川教会に 31 名、合計 121 名の信徒があると報告している（23）。
　以降、京城協会は信徒数の増加に従って適当な礼拝場所がなく苦心していた中で、
木原は 1907 年 10,800 円を投じて日本人居留地の旭町 2 丁目にある 386 坪の地所と名
古屋城と呼ばれる物産陳列場の建物を購入した。そこで一棟を修繕して会堂に使い、
一棟は牧師館に、残り二棟を貸家として朝鮮伝道の根拠地としたのである（24）。また
木原は 1909 年 1 月から持続的に毎朝祈祷会を催して、これが教会成長の大きな原動
力となり、同年 6 月には信徒が 105 名、子供が 95 名に至った（25）。












なった（27）。その後、山下は 1907 年 4 月に仁川教会を組織して伝道に専念していくが、
他の地域に比べて信徒の変動が激しかったため、著しい成長を見せなかった。そこで
山下は 1908 年の 5 月、教会を辞任したので約 6 ヶ月かけて京城教会の木原と山口、
（21） 『護教』771 号、1906 年 5 月 5 日、8 頁。
（22） 『護教』798 号、1906 年 11 月 24 日、13 頁。
（23） Korea Mission Conference, June, 1907, p.11.
（24） F. Herron Smith. “Methodist work among the Japanese in Korea” p.165、『護教』859 号、1908 年 1 月 11 日、
10 頁、『美以教会第 24 回日本年会記録』1907 年、123-124 頁。
（25） “Japanese Work in Korea” in: Korea Annual Conference, June, 1909, p.99.
（26） 『護教』1010 号、1910 年 12 月 2 日、13-14 頁。






会集金額数が 187 円 10 銭に過ぎなかった。その故、仁川教会は運営において厳しい状
況におかれていたが（28）、教会に新たに赴任した関田は毎朝 3・4 名の信徒と共に近傍の
山へ登って祈る一方、毎夕信徒の家を順次に訪ねて聖書研究会を開くなど、熱心な活動






業を営んでいた。また平壌は、1903 年 8 月に起きた元山復興運動（リバイバル）の











1906 年 11 月には 4 日間かけて伝道集会を開き、毎晩 50 名の聴衆が参席しており、
このうち平壌教会に 43 名、鎮南浦に 8 名、黄州に 4 名の求道者が出た（32）。1907 年 5
月には、50 名の会員で平壌教会を組織するようになった。
　また 1908 年 5・6 月の集会では、平均出席者が日曜日聖書研究に 17 名、礼拝に 27
名、伝道説教に 24 名、日曜学校に 40 名、水曜祈祷会に 11 名、婦人会に 9 名であっ
（28） 『日本メソヂスト教会伝道局第二回年報』日本メソヂスト教会伝道局、1909 年、24 項。『日本メソヂ
スト教会　第二回西部年会記録』1909 年、67-68 頁。
（29） 『護教』963 号、1910 年 1 月 8 日、10 頁。
（30） 『護教』880 号、7 頁。
（31） 『日本メソヂスト教会伝道局第二回年報』32 頁。




斎藤が会堂建築のために敷地 98 坪を教会に寄付し（33）、また同年 8 月 5 日には平壌官
民有志者の協力を通して統監府の伊藤博文から 5 千円の寄付を受けた（34）。






　一方、平壌の西南方面に位置する港都市、鎮南浦には当時 3,000 ～ 4,000 名の日本
人が居住していた。そこで平壌教会を担任した村田が毎月 1 回この地域で出張伝道や







後には約 3,000 人の日本人が居住していた。また、この地域は 1903 年 6 月に朝鮮教
会の成長の大きな火種となった元山復興運動が起きた地域でもある。
　一方、元山地域の日本人伝道に一番最初に関心を寄せたのは、南メソヂスト教会で




　1907 年に至り、ミッションは北鮮伝道の着手を決定して 1908 年に日本メソヂスト
（33） 『護教』887 号、1908 年 7 月 25 日、14 頁、『日本メソヂスト教会　第二回西部年会記録』68 頁。
（34） 『護教』890 号、1908 年 8 月 15 日、14 頁、平壌教会とその教勢を報告している 1909 年 12 月 11 日の
『護教』によると平壌教会の総建築費は 6789 円であり、教会建築のため統監府の寄付 5 千円、伝道局
より 600 円、土地の会員と内外有志者より 792 円、さらに献堂式当日に外国宣教師など有志の献金が
あったので、負債は僅か 152 円しか残ってないと記されている。
（35） 『護教』958 号、1909 年 12 月 4 日、10 頁。
（36） 当時、献堂式に参席した伝道局長、平岩はこれが日韓教会の親和や懇談の発端となっていてまた村田
牧師が平壌の朝鮮人牧師や宣教師に敬愛されていると評している。『護教』959 号、1909 年 12 月 11
日、8 頁。
（37） 『日本メソヂスト教会　第二回西部年会記録』68 頁。




た（39）。そこで 1908 年 2 月に元山に赴任した二人は連夜集会を催して 20 名の信徒を
得るようになった（40）。
　その後も日本人伝道に励み、同年 8 月の日曜集会の平均参席者が午前 13 名、夜 10
名、水曜祈祷会は平均 5 名、子供の日曜学校に 25 名に至り、献金額は毎日曜礼拝に
約 50 銭、一ヶ月に約 2 円、また教会費は毎月約 2 円に達していた。一方、当時元山
にはすでに仏教の浄土派が説教所を設けて青年会を組織して積極的に活動していたの
で、元山教会は日曜学校に大部分の力を注ぐ（41）。以降 1910 年に至り、ミッションが





















（39） 『日本メソヂスト教会　第一回西部年会記録』1908 年、57 頁。
（40） 『護教』868 号、1908 年 3 月 14 日、14-15 頁、『護教』870 号、1908 年 3 月 28 日、13 頁。
（41） 『護教』892 号、1908 年 8 月 29 日、15 頁。






























（43） 『護教』671 号、1904 年 6 月 4 日、1 頁。
（44） 『護教』731 号、1905 年 7 月 29 日、5 頁。
（45） 『護教』761 号、1906 年 2 月 24 日、5 頁。
（46） このような認識は『護教』の中で、1905 年 9 月 30 日 1-2 頁の「韓国に於ける教育事業拡張の急務｣、
1906 年 2 月 24 日 5 頁の「日本基督教界に於ける目下の急務｣、1907 年 7 月 13 日 7-8 頁、「本多監督
の朝鮮談 1｣、7 月 27 日 6 頁、「本多監督の朝鮮談 2｣、1908 年 3 月 28 日－ 6 月 30 日「朝鮮伝道視察
旅行記 1-8｣、1909 年 9 月 25 日 8-9 頁、「古坂部長の朝鮮査察談｣、1910 年 1 月 15 日 1-2 頁、「ハリス
監督の対韓意見｣、1910 年 8 月 27 日 1 頁「韓国伝道の機会｣、1910 年 9 月 24 日 9 頁、「伝道雑感｣、9
月 24 日 10 頁、「朝鮮の教化｣ にも出ている。
（47） 『護教』921 号、1909 年 3 月 20 日、10 頁。

































（49） 『護教』996 号、1910 年 8 月 27 日、1 頁。

















































（51） 『護教』1002 号、1910 年 10 月 8 日、11-12 頁。
124－　　－
日本メソヂスト教会における在朝鮮日本人伝道
教政策に対する批判とともに、在朝鮮日本人伝道に献身的に臨み、また日韓両国の交
流や協力を模索し、孤軍奮闘した日本人伝道者の福音主義・平和主義的な活動に敬意
を表し、今後ともこれに関する研究や評価が持続されることを期待しつつ、本稿を終
わりにしたい。
